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研究成果の概要（和文）：滲出型加齢黄斑変性は脈絡膜新生血管が網膜に悪影響を与える疾患である。そのうち
ポリープ状脈絡膜血管症は欧米人と比較して日本人で多く、注目されている。長期的な視機能や組織学的構造の
変化を治療法の違いにより分類して調べたところ、黄斑萎縮が視機能に影響を与えていることが分かった。抗
VEGF治療単独より光線力学療法を併用した方が黄斑萎縮が生じやすいことが分かった。また、ポリープ状脈絡膜
血管症をパキコロイド（脈絡膜が厚い）と非パキコロイドに分けて、抗VEGF単独療法後5年の視力経過を調べた
ところ、差がなかった。

研究成果の概要（英文）：In neovascular age-related macular degeneration (nAMD), choroidal 
neovascularization negatively affects the retina. The prevalence of polypoidal choroidal 
vasculopathy (a subtype of nAMD) is higher in Japanese than in Caucasians. We classified eyes with 
PCV by two treatments (combination therapy of photodynamic therapy and anti-VEGF therapy or 
anti-VEGF monotherapy) and compared long-term visual outcome and histological structure. Macular 
atrophy affected visual outcome. Macular atrophy more frequently occurred in eyes after combination 
of photodynamic therapy and anti-VEGF therapy than in eyes after anti-VEGF monotherapy. Furthermore,
 we classified eyes with PCV into pachychoroid (thick choroid) phenotype or nonpachychoroid 
phenotype. When we compared 5-year visual acuity after anti-VEGF monotherapy between the two 
phenotypes, there was no difference.

研究分野： 眼科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本人に多いとされるポリープ状脈絡膜血管症の治療において、脈絡膜が薄いといった黄斑萎縮をきたす危険性
が高いと治療前に判断される場合は、光線力学療法は避ける方がよいかもしれない。脈絡膜の厚いパキコロイド
とそうでない非パキコロイドでは抗VEGF単独療法の治療効果に差がないことということも分かった。治療前に検
査を行うことで、どの治療法を選択すれば長期視力が維持されやすいかが分かる。テーラーメイド医療に資する
成果であると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 滲出型加齢黄斑変性（AMD）は脈絡膜新生血管（CVN）が網膜に悪影響を与える疾患である。
そのうちポリープ状脈絡膜血管症（PCV）は欧米人と比較して日本人で多く、注目されている。
また、欧米人では一般的にドルーゼンが AMD に関連すると考えられてきたが、アジア人ではド
ルーゼンがなくても AMD を発症することも稀ではなく、病態に差があった。イメージング機器
や技術の進歩により脈絡膜を観察することが可能となり、脈絡膜が厚いパキコロイドという概
念が提唱された。パキコロイドはドルーゼンがなくとも CNV が発生し、滲出性変化をきたす。 
 PCV に対する治療には、光線力学療法と抗 VEGF 治療がある。それぞれ単独で行うこともあ
るが、組み合わせて行うと効果的であることが報告されてきた。しかし、組み合わせて行う方法
と、抗 VEGF 単独療法とでの長期視力経過を調べた報告はなかった。また、パキコロイドと非
パキコロイドに分けて、どの治療法が長期視力に効果的かは調べられてはいなかった。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、AMD のサブタイプのうち、日本人に多いとされている PCV で、イメージングに
よる所見の差で治療効果に差がないかを調べ、症例ごとに最適な治療法を見出すためのテーラ
ーメイド治療を探る。 
 
３．研究の方法 
(1) 光線力学療法と抗 VEGF 治療の組み合わせと抗 VEGF 単独療法の治療効果の比較 
 PCV 患者を光線力学療法と抗 VEGF 治療の組み合わせを行った群と、抗 VEGF 単独療法を行
った群に分け、5 年後の視力に差がないか、イメージングによる所見に差がないか、治療回数に
差がないか、等を調べた。 
(2) パキコロイドと非パキコロイドの違いによる抗 VEGF 単独療法の効果の差 
 PCV 患者をイメージングによりパキコロイドと非パキコロイドに分類し、抗 VEGF 単独療法
後 5 年の視力、構造等に差がないかを調べた。 
 
４．研究成果 
(1) 光線力学療法と抗 VEGF 治療を併用した群（併用群）20 眼と、抗 VEGF 単独療法群（単独
群）41 眼を比べたところ、5 年間の視力経過に差はなかった。しかし、治療回数は組み合わせ群
の方が少なく、患者の負担が少ないことが分かった。通院が困難な高齢者では組み合わせ群を選
択するのもよいことが分かった。しかし、組み合わせ群では 5 年後の黄斑萎縮が比較的多く認
められたため（図 1）、脈絡膜が薄い症例は少し注意が必要である（文献 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) パキコロイドの PCV 群（pachy-PCV 群）と非パキコロイド PCV 群（nonpachy-PCV 群）で
は、抗 VEGF 単独療法 5 年後の視力に差はなかった（図 2）。抗 VEGF 単独療法の治療前にパキ
コロイドかどうかはあまり考慮しなくてもよいかもしれない。しかし、光線力学療法を行うと非
パキコロイドだとパキコロイドより 5 年後視力が低下していたという既報がある。これらを合
わせて考えると、非パキコロイドに対しては光線力学療法より抗 VEGF 単独療法の方が望まし
いかもしれない。今後のさらなる検討が必要である。 

図 1. 併用治療前（A、C）には黄斑萎縮はなかったが、

治療 5 年後（B、D）には黄斑萎縮が生じていた 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) その他の主な成果 
(a) spectral domain 光干渉断層計血管造影（OCTA）を用いて Bietti crystalline dystrophy の脈絡
毛細血管板が大きく欠損していることが分かった（図 3、文献 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2. pachy-PCV 群も nonpachy-PCV 群も視力の差はなかった 

図 3. 脈絡毛細血管板の大きな欠損を認める 



(b) 強度近視に伴う網膜分離症では OCTA で毛細血管瘤が浮遊していることをとらえた（図 4、
文献 3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(c) 広範囲の OCTA を用いて網膜色素変性の脈絡毛細血管板を評価し、視野と同様に求心性に委
縮していることが分かった（図 5、文献 4）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(d) 近視性 CNV を OCTA でなければ測定できないパラメータを用いて評価し（図 6）、抗 VEGF
治療 12 か月後の視機能と関連があることを示した（文献 5）。 
 

図 5. 脈絡毛細血管板が求心性に委縮し、脈絡膜血管が写っている 

図 4. decorrelation signal で血流のある毛細血管瘤が浮遊している 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(e) ディープラーニングを用いたデノイズ機能で、近視性 CNV の OCTA 画像が鮮明化すること
を示した（図 7、文献 6）。 
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図 6. A. OCTA 元画像、B. CNV のみ切り取った画像、C. 2 値化した画像、D. 細線化した画像 

図７. A. OCTA 元画像、B. デノイズ処理をした画像 
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